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株式会社リバネスとは

リバネス概要

科学技術の発展と地球貢献を実現する 地球上で最も効果的な知識製造業を行う企業群になる

■ 2002年に大学院生15人で創業、様々な分野の研究者が社会課題を解決しようと集まった研究者集団

ビジョン ミッション

コアコンピタンス スローガン

修士号

57%

博士号

43%

■ アカデミアでの研究経験豊富なメンバーで構成

農学 / 生命科学 / 生物学 / 機械工学 / 電子工学

情報工学 / 化学 / 薬学 / 医学 / 心理学 etc.

■ 日本国内のみならず、グローバルに展開｜リバネス単体 69名 / リバネスグループ 約360名

日本
東京/大阪

アメリカ イギリス シンガポール マレーシア フィリピン

身近なふしぎを興味に変えるサイエンスとテクノロジーをわかりやすく伝える

3



｜

祖業は先端科学教育
創業以来、20万人以上に「出前実験教室」を提供
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「身近なふしぎを興味に変える」をコンセプトに、小中高生に科学・技術の面白さや魅力を届ける「出前実験教室」を開始、日本で初め
てビジネス化しました。今日に至るまで、20万人以上の子どもたちにその機会を作ってきました。専門性をもったさまざまな研究者
スタッフとともに普段体験できないものを体験し、そして共感しあうことで、日々の学びに変化を与えると共に、研究活動のきっか
けになります。これまでにオリジナル実験教室を200以上、様々なプログラムを開発しています。

対象に合わせて科学や技術をわかりやすく伝える
（サイエンスブリッジコミュニケーション）
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祖業から積み上げてきた課題解決の4つのプロジェクト

4つの柱

科学技術を生み出し、

世界の課題を解決する4つのプロジェクト

小中高での科学教育
理系学生・研究者の育成

研究開発
試作開発

量産
M&A,IPO
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”知識の源泉”

知識
プラット
フォーム

学校教員：2,303名
小中高校生：10,415名

若手研究者：3,628名
教授・准教授：431名

大学・研究機関：330機関
研究費採択人数：567名

国内支援先：4,302チーム
海外支援先：1,604チーム
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リバネスの次世代教育活動｜
次世代研究者の問いと情熱を一気通貫で育成する
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科学技術のリテラシーを高め、次世代研究者を一気通貫で育成する基盤は、すでに社会に実装した。企業、大学・研究機関、財団、省

庁、学校法人、金融機関と連携し、全国の中学・高校に広がる教育プラットフォームを通じて、興味喚起から研究体験、研究助成、学

会までを一連の流れとして提供できる状態になった。

全国の中学校
約11,000校 

全国高等学校
約5,000校 

創業
ベンチャー

研究活動

全国に教育のネット
ワーク構築された

社会活動

NPO,NGO

科学技術に関心がない層 研究に興味がある層
主体的に

研究活動をする層
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数学・理科の日常生活との結びつきは増えている一方で
職業との結びつきが希薄という課題が残る
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探究が浸透した結果、新たな課題のフェーズへ
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参考｜イギリスの調査事例
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「Science Education Tracker 2023」（SET 2023）より

- エンジニアのキャリア形成を支援する非営利団体EngineeringUKと、英国の科学学会である王立協会（Royal Society）

による定期調査レポート（2016年、2019年、2023年と3回これまでに実施）

- 調査対象者になったのは英国の国公立学校に通う11～18歳の就学者7,256人。

■調査から浮かび上がったポイント

- 「理科が嫌い」ではなく、「自信・実感・つながりが持てない」

- 好きになる前の子にとっては、「やってみる」が入口になる。

- 体験が減ると、入口の手前で止まってしまう

- 科学分野で実験や実習といった体験型授業を通じた実験・体験・社会との接続を重視した教育が学習意欲、キャリア選択に

おいてカギとなる

「STEM離れ」は、意欲や能力の問題だけではなく、

体験型授業が減っているという興味の入口の設計の問題でもある

参考） 報告書 PDF、Yahoo! ニュース

https://royalsociety.org/-/media/policy/projects/science-education-tracker/science-education-tracker-2023.pdf
https://news.yahoo.co.jp/articles/5ca14716945aa19555fb068fa7d0cb3de29b9096?page=1
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24年間の活動を通じ、重要だと考える次世代教育の形
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生徒 教員 仕組み

自分ごとになることで、活動を
ドライブする源動力となる

◎個が好きを極めることができ
る環境づくりが重要

面白がっている教員がいること
で、生徒にも伝播する

◎個々の教員がもつ外部ネット
ワークの強化が肝

地域課題とつながる探究活動は
定着しつつある

◎地域は産業と、そして地域の
外の社会、世界とつながる機会
の創出
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24年間の活動を通じ、重要だと考える次世代教育の形
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生徒

自分ごとになることで、活動を
ドライブする源動力となる

◎個が好きを極めることができ
る環境づくりが重要

小学4年生からリバネスス
クールへ通う。サイエンス
キャッスル研究費THK賞
でTHKの部品を使った給
仕ロボットペンちゃんを発
表し大会特別賞受賞。
FIRST出場し受賞。2020
年Face Shield Japan
を設立し2000個のフェイ
スシールドの寄付を実施。
孫正義育英財団第5期生。

サイエンスキャッスル
2013関東大会ポスター発
表。慶應義塾大学先端生命
科学研究所入学。その後、
環境マイクロバイオームの
事業化を目指すスタート
アップBIOTAを創業。

サイエンスキャッスル
2022中四国大会ポスター
最優秀賞受賞。その後、日
本生化学会銀賞、京都大学
宇宙ユニットシンポジウム
優秀賞、名古屋大学医学部
医学系研究科システム生物
学分野派遣。
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24年間の活動を通じ、重要だと考える次世代教育の形
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教員

面白がっている教員がいること
で、生徒にも伝播する

◎個々の教員がもつ外部ネット
ワークの強化が肝

社会と学校をつなげSTEAM教育を推進する
ラーニングクリエイターの育成（未来の教室 2020年度実証事業）

https://www.learning-innovation.go.jp/verify/e0104/
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24年間の活動を通じ、重要だと考える次世代教育の形
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仕組み

地域課題とつながる探究活動は
定着しつつある

◎地域は産業と、そして地域の
外の社会、世界とつながる機会
の創出

- 全国画一的な教育を実施すると、高卒後の人口流出が避けられない

- 題材として、地域の基幹産業を取り込むことが、次世代に地元の魅力

を伝える機会となりうる

- 結果として、数学・理科の学び意欲向上につながる
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中高生のための学会「サイエンスキャッスル」で企業とも混ざり合う
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LINK

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2025
Season 2026

ASIA
October

WORLD
December

JulyAprilMarchJanuary

https://castle.lne.st/
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サイエンスキャッスルワールド2025パートナー一覧 
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■共催

■Science Castle World プロジェクトパートナー
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KENQ JOURNEY*

『次世代・研究者・企業で地域の未来を考える』

研究発表に留まらず、「発表」から「対話」を進め、課題解決に

むけた具体的な活動の第一歩を作ることを目的に実施しま

す。中四国地域で生まれる研究や技術に中高生の好奇心や創

造力を掛け合わせ、「中高生 × 企業 × 研究者」の三者が対話

し、共に課題解決にむけて動き出す“場”を岡山に作ります。

企業と次世代が対話できる仕組みづくり
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*LINK、※LINK

株式会社LINOA※

次世代による次世代研究者のための仕組みづくり

年齢や進学等の環境変化によらず、次世代の研究者たちが自

らの情熱にもとづいて研究活動を継続できるしくみを創るた

めに、高校生・学部生（10代後半〜20代前半）の研究者と共

に「ADvance Lab（次世代研究所）」を立ち上げた。

https://ed.lne.st/project/kenqj/
https://www.linoa-lab.co.jp/
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子ども一人ひとりの興味・好きを極める環境を、

産業と密接しながら共創することが、理科教育の深化につながる

Co-Education ＆ Co-Incubation

学校 企業

社会からの様々なリソースの流入による
真に開かれた教育課程の実現

＝社会と学校のCo-Incubationによる
日本社会全体の活性化

経済産業省 未来の教室 webサイトより

https://www.learning-innovation.go.jp/about-archive/
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参考資料

- 令和4年1月　産業構造審議会 資料

- 令和4年度最終報告書_「次世代育成投資のインセンティブ」に係る調査 資料

- 令和8年1月 経済産業省 第1回 産業界と教育現場の連携を推進するコーディ

ネーターに関する研究会 資料

https://docs.google.com/presentation/d/16WxyGNxEWL62BaOhHnB-sWpTzNvgg4VOarC40QPrSSI/edit?slide=id.ge19470544e_0_11#slide=id.ge19470544e_0_11
https://docs.google.com/presentation/d/1SQy4TkD1GJC1k3sbOVyougl6a9wTx7qAqXxt7GOmmzk/edit?slide=id.g126894f2a00_0_8#slide=id.g126894f2a00_0_8
https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/collab_coorinator/pdf/001_04_00.pdf

